
私立学校経常費補助金の方式別の主なメリット・デメリット

説 明 用途 メリット デメリット

・補助単価に生徒数を乗 予算の ・算出方法が簡便でわかりやすい。 ・積算根拠が明確でない。
単 じて算出 積算
価
方 補助金 ・算出方法が簡便でわかりやすい。 ・経常的経費との関連性が明確ではない。

。式 の配分 ・学校の経営努力を促す面がある。 ・小規模校にとって不利となる傾向がある

標 ・公立学校をモデルとし 予算の ・積算根拠が明確である。
準 て、標準的運営費を設 積算
的 定し、補助率を乗じて
運 算出 補助金 ・生徒数により理論的に算出するため、合 ・実際に支出される経常的経費との乖離が
営 の配分 理性、公平性、透明性が高い。 生じるおそれがある。
費 ・学校の経営努力を促す面がある。
方
式

補 ・補助対象経費（経常的 予算の ・積算根拠が明確である。
助 経費支出額）に、補助 積算
対 率を乗じて算出
象 補助金 ・実際に支出される経常的経費に基づき算 ・経営改善への努力を促しにくい。
経 の配分 出するため、実態に即している。
費
方
式

区 ・特定の要素（生徒数、 補助金 ・様々な要素に着目した配分が可能である ・経常的経費との関連性が必ずしも明確で。
割 教職員数、学級数等） の配分 ない
方 に着目して算出 ・予算の積算方法と補助金の配分方法との
式 整合が付きにくい。

・算出方法が複雑である。
・学校側では補助金の算出が困難である。



私立学校経常費補助金の算出方法

単価方式 標準的運営費方式 補助対象経費方式 区割方式（配分のみ）

補助対象経費
（経常的経費）

決算額
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（公立学校をモデルとして算出）
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調整割

標準経費割

学校割

学級数割

区割要素
（例）

10％

60％

20％

10％

配分割合
（例）

補助単価

国庫補助単価

地方交付税単価
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＋
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